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輝
か
し
い
平
成
17
年
の
新
春
を
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
お

迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
18
年
秋
の
開
業
を
目
指
し
、
Ｊ
Ｒ
湖
西
線
・
北
陸
本

線
の
直
流
化
工
事
が
順
調
に
進
捗
し
て
い
る
と
承
っ
て
お
り

ま
す
。
新
快
速
電
車
が
運
行
さ
れ
ま
す
と
京
阪
神
と
の
交
流

人
口
が
大
幅
に
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
本
市

の
歴
史
、
文
化
、
観
光
資
源
等
を
充
分
に
活
か
し
、

魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

舞
鶴
若
狭
自
動
車
道
に
つ
き
ま
し
て
は
、
敦
賀

側
か
ら
も
着
工
す
る
こ
と
に
な
り
、
昨
年
12
月
に

起
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
一
日
も
早
い

全
線
完
成
を
目
指
し
、
国
や
関
係
機
関
に
働
き
か

け
て
ま
い
り
ま
す
。

原
子
力
発
電
に
つ
き
ま
し
て
は
、
安
全
の
上
に

も
安
全
を
前
提
に
地
域
と
の
共
存
共
栄
を
図
る
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。
昨
年
７
月
に

日
本
原
電
の
３
・
４
号
機
の
準
備
工
事
が
着
手
さ

れ
、
こ
の
増
設
計
画
が
本
市
の
経
済
の
活
性
化
と

住
民
福
祉
の
向
上
に
大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
を
期

待
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

産
業
団
地
は
、
平
成
18
年
３
月
の
総
合
完
成
を

目
指
し
整
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、
昨
年
暮
れ

に
、
横
浜
市
に
本
社
が
あ
り
、
主
に
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
食
品
容
器
を
製
造
す
る
株
式
会
社
生
駒
化
学
工

業
が
、
進
出
第
１
号
企
業
と
し
て
決
定
し
た
こ
と
を
発
表
い

た
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
契
機
に
、
第
２
、
第
３
の
企
業
進
出
を
図
る
た
め

に
、
企
業
訪
問
や
Ｐ
Ｒ
活
動
等
、
な
お
一
層
積
極
的
な
誘
致

活
動
を
展
開
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

「
敦
賀
市
と
共
に
成
長
し
よ
う
」
と
い
う
企
業
を
誘
致
す

る
こ
と
は
、
魅
力
あ
る
雇
用
の
場
を
創
り
出
す
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
企
業
の
誘
致
は
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ

ャ
ン
ス
を
生
み
出
す
こ
と
に
も
な
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化

が
図
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
明
る
い
将
来
展
望
が
開
か
れ
る

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

本
年
３
月
末
に
大
阪
ガ
ス
株
式
会
社
か
ら
寄
附
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
中
池
見
用
地
に
つ
き
ま
し
て

は
、
現
在
、
検
討
協
議
会
に
お
い
て
、
区
域
全
体
の
将
来
の

保
全
、
活
用
方
法
等
に
つ
い
て
検
討
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
最
良
の
方
策
を
ご
提
言
い
た
だ
け
る
も
の
と
期

待
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
環
境
保
全
エ
リ
ア
「
中
池
見
　
人
と
自
然
の
ふ
れ

あ
い
の
里
」
の
維
持
管
理
に
つ
き
ま
し
て
は
、
大
阪
ガ
ス
か

ら
寄
附
後
も
当
面
継
続
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。樫

曲
地
区
の
民
間
廃
棄
物
最
終
処
分
場
に
つ
き
ま
し
て
は
、

現
在
、
県
に
お
い
て
抜
本
的
な
対
策
案
を
検
討
す
る
た
め
、

処
分
場
内
の
廃
棄
物
の
埋
立
や
地
下
水
の
状
況
な
ど
に
つ
い

て
調
査
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
県
と
市
が
新
た
に
設
置
し
た
「
敦
賀
市
民
間
最
終

処
分
場
環
境
保
全
対
策
協
議
会
」
に
お
い
て
、
恒
久
的
な
対

策
を
本
年
度
中
に
取
り
ま
と
め
る
こ
と
と
い
た
し
て
お
り
ま

す
。処

分
場
対
策
は
、
市
民
生
活
に
と
っ
て
も
極
め
て
重
要
な

問
題
で
あ
り
、
全
力
を
挙
げ
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

高
齢
者
対
策
と
し
て
は
、
昨
年
４
月
に
は
60
床
を
有
す
る

介
護
老
人
保
健
施
設
「
気
比
の
杜
」
が
新
設
さ
れ
、
更
に
７

月
に
は
介
護
老
人
福
祉
施
設
「
眞
盛
苑
」
で
30
人
の
増
床
が

行
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
当
面
、
入
所
必
要
な
方
の
待
機

が
解
消
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

少
子
化
が
顕
在
化
し
て
い
る
今
日
、
安
心
し
て
子
ど
も
た

ち
を
生
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
の
整
備
は
重
要
な
問

題
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
旧
本
町
保
育
園
を
「
子
育
て
総

合
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
整
備
を
行
い
、
昨
年
11
月
か
ら

開
所
い
た
し
ま
し
て
、
お
母
さ
ん
方
を
は
じ
め
多
く
の
市
民

の
皆
様
に
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
現
在
、「
中
郷
西
保
育
園
」
の
建
設
を
進
め
て
お
り
、

こ
の
４
月
に
は
公
設
民
営
で
開
園
い
た
し
ま
す
。

今
後
と
も
子
育
て
環
境
が
充
実
さ
れ
る
施
策
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

健
や
か
な
敦
賀
っ
子
を
育
て
る
た
め
に
は
、
家
庭
、
学
校
、

地
域
社
会
の
持
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
の
見
直
し
を
図
る
と

と
も
に
、「
敦
賀
っ
子
育
成
支
援
事
業
」
を
今
後
も
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

敦
賀
市
に
お
い
て
は
、
急
速
に
進
展
す
る
高
齢
化
、
高
度

情
報
化
な
ど
、
社
会
・
経
済
情
勢
の
変
化
に
的
確
に
対
応
し
、

効
率
の
よ
い
行
政
運
営
に
心
が
け
「
人
が
集
い
、
活
力
あ
ふ

れ
る
ま
ち
」、「
安
心
し
て
、
安
ら
げ
る
ま
ち
」、「
子
ど
も
た

ち
や
高
齢
者
の
方
を
大
切
に
し
、
若
者
が
定
住
で
き
る
ま
ち

敦
賀
」
の
実
現
の
た
め
、
議
会
を
は
じ
め
市
民
の
皆
様
と
と

も
に
未
来
に
誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い

り
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
本
市
発
展
に
よ
り
一
層
の
ご

協
力
、
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
と
と
も
に
、
今
年
一
年
、

ご
健
康
で
幸
多
い
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。



問合せ　企画調整課　 ２２ー８１１１

たかはしさ と し

お お わ だばく

お お わ だ し ん や

たかはしし ん じ

みね り

よ し だひろゆき

敦賀市では、県外で活躍されている１１人の本市出身者に、本市を広く紹
介していただく「つるが大使」をお願いしています。
また、つるが大使にはそれぞれの活躍分野において、本市のイメージアッ

プや振興等に関する意見や情報を提供していただいています。
新春を迎え、つるが大使からふるさと敦賀への熱い想いをお届けいたしま

す。(順不同)

や ま とよしあき

お お わ だきよし

やまぎした け お

ひとむらあ け み

み し ろ ま さ し
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～生活習慣病を予防するために～

知っていますか？
２月１日～７日は生活習慣病予防週間

◆
糖
尿
病
と
は
？

人
間
が
食
事
を
摂
る
と
、
食
べ
た
も

の
は
消
化
さ
れ
、
ブ
ド
ウ
糖
に
変
え
ら

れ
て
吸
収
さ
れ
ま
す
。
ブ
ド
ウ
糖
は
血

液
中
に
入
り
、
全
身
に
送
ら
れ
ま
す
。

こ
の
血
液
中
の
ブ
ド
ウ
糖
の
量
を
「
血

糖
値
」
と
い
い
ま
す
。
血
糖
値
が
上
が

る
と
、
す
い
臓
か
ら
「
イ
ン
ス
リ
ン
」

と
い
う
ホ
ル
モ
ン
が
分
泌
さ
れ
ま
す
。

こ
の
イ
ン
ス
リ
ン
の
働
き
に
よ
っ
て
、

血
液
中
の
ブ
ド
ウ
糖
が
細
胞
に
取
り
込
ま

れ
、
血
糖
値
が
高
く
な
り
す
ぎ
な
い
よ
う

に
調
節
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
に
よ
っ

て
イ
ン
ス
リ
ン
が
不
足
し
た
り
、
そ
の
働

き
が
阻
害
さ
れ
た
り
す
る
と
、
血
液
中
の

ブ
ド
ウ
糖
の
取
り
込
み
が
悪
く
な
り
、
血

糖
値
の
高
い
状
態
が
続
き
ま
す
。
こ
れ
が

糖
尿
病
で
す
。

◆
糖
尿
病
に
な
る
と
・
・
・

糖
尿
病
は
重
症
に
な
ら
な
い
限
り
、
自

覚
症
状
の
無
い
病
気
な
の
で
、
糖
尿
病
と

い
わ
れ
て
も
そ
の
ま
ま
放
置
し
て
い
る
人

が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
（
５
０
０
万
人
以

上
）。し

か
し
、
糖
尿
病
を
放
置
す
る
と
、
全

身
の
血
管
が
狭
く
な
っ
た
り
、
詰
ま
っ
た

り
し
て
全
身
の
組
織
に
十
分
な
酸
素
や
栄

養
素
を
送
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
合
併
症
が
起
き
て
き
ま
す
。
糖

尿
病
は
血
管
の
病
気
で
あ
り
、
血
管
の
あ

る
と
こ
ろ
な
ら
ど
こ
に
で
も
合
併
症
が
出

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
糖
尿

病
は
全
身
病
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

□ 疲れやすい
□ 尿の回数が増え、量も多くな
った
□ のどがとても渇く
□ 全身がだるい
□ やたらと食欲がある
□ 食べているのに、やせてきた

厚生労働省調査

（2002年度）

糖尿病が強く疑われ
る人
およそ７４０万人
糖尿病の可能性が否
定できない人
およそ８８０万人
糖尿病総患者数
およそ２２８万人

  

●
糖
尿
病
に
よ
る
人
工
透
析
患
者
が

増
加
！

日
本
透
析
医
学
会
の
調
査
に
よ
れ
ば
、

２
０
０
３
年
末
の
国
内
の
人
工
透
析
患
者

数
は
23
万
人
で
、年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
同
年
に
新
た
に
透
析
を
始
め
た
患

者
数
は
３
３,
９
６
６
人
で
、
こ
れ
を
原

因
別
に
見
る
と
、
糖
尿
病
に
よ
る
も
の
が

最
も
多
く
、
41
％
を
占
め
て
お
り
、
著
し

く
増
加
し
て
い
ま
す
。

透
析
患
者
の
医
療
費
は
、
一
兆
円
を
超

え
て
お
り
（
一
人
あ
た
り
年
間
５
０
０
万

〜
６
０
０
万
円
）、
医
療
経
済
的
に
も
社

会
的
に
も
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

＊
人
工
透
析

腎
臓
の
働
き
を
代
行
す
る
治

療
法
で
、
体
内
に
た
ま
っ
た
老
廃
物
や
余

分
な
水
分
を
除
去
し
、
血
液
を
正
常
な
状

態
に
戻
す
よ
う
調
節
す
る
。

まずは、自分の体の状態を知ることが大
切です。糖尿病の検査は、市や職場、病院
などで行っている健診に含まれています。
市でも、毎年４月～11月の間に健診を行

っていますので、ぜひ１年に１回は健診を
受けるようにしましょう。

糖尿病が疑われる人は、およそ１,６２０
万人。
しかし、そのうち治療を受けている人は

２２８万人しかいません。悪化する前にき
ちんと治療を受け、血糖をコントロールし
ていくことが糖尿病の悪化を防ぐ上で重要
です。糖尿病を指摘された方は、必ずきち
んと治療を受けましょう。

身長(m)×身長(m)×２２＝標準体重（kg）

標準体重(kg)×仕事別消費カロリー＝1日の必要摂取カロリー(kcal)
軽い労働の人（事務職、主婦など） 25～30 kcal
中程度の労働の人（製造、販売業、自営業など） 30～35kcal
重労働の人（農・漁業、建築業など） 35～45kcal

【例】身長１６０㎝の中程度の労働の人の場合
標準体重＝１.６×１.６×２２＝５６.３kg
1日の必要摂取カロリー＝５６.３×３０＝１,６８９kcal

＜その他＞
脳硬塞

心筋梗塞

皮膚の病気

感染症

閉塞性動脈硬化症

＜三大合併症＞
◎糖尿病網膜症
後天的な失明の原因の第１位

◎糖尿病腎症
透析の原因の第１位（４割）

◎糖尿病神経症
手足のしびれ、壊疽

え そ

①有酸素運動で血糖をコントロールしよう
ウォーキングやジョギング、水泳など酸素を取り込みながら行う運動

（有酸素運動）を、20～30分続けて行うと効果的です。
短時間の運動を何度か行うという方法でもかまいません。

②筋肉をつけて基礎代謝を上げよう
③生活の中でできるだけ体を動かそう

運動する時間が取れないという方は、日常生活の中でできるだけこま
めに動くよう心掛けましょう。

【その場足踏み】
正しい姿勢で立ち、その場で足を90度に交互に上げま

す。１秒に１回足を上げる速さで行います。息が弾む程
度行ってください。

問合せ　健康管理センター　 ２５ー５３１１

毎
日
の
生
活
習
慣
を
見
直
し
て

糖
尿
病
を
予
防
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
よ
う

糖
尿
病
は
予
防
で
き
る
病
気
で
す
。
そ
し
て
、
早
期
に
発
見

し
き
ち
ん
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で
き
れ
ば
、
普
通
に
生
活
が
で

き
る
病
気
で
す
。
生
活
習
慣
を
見
直
し
、
適
切
な
食
事
や
運
動

を
無
理
を
せ
ず
長
く
続
け
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
治
療
を
受
け
て
い
る
方
は
、
主
治
医
の
指
示
に
従
っ

て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

①自分の適正カロリーにあっ
た食事
②栄養バランスの良い食事
主食３：主菜１：副菜２
③１日３回、規則正しい食事

野菜・海藻
・きのこ類

など

ごはん・パン
・めん類 など

肉・魚
・卵・大豆

など
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あなたが写っていたら、ご連絡ください。写真を差
し上げます。 広報広聴課　 ２２ー８１１２

山の神に感謝する伝統行事「山の神講
かん こ

」が赤崎で行
われました。御神酒と「しとぎ」（米を酒ですりつぶし
た物）、「つと」（お地蔵様のミノをかたどって、わらで
編んだ物）を持った４人の小学生が、独特の掛け声と
ともに、当番宿から大日如来のお堂までの山道を元気
よく走り抜け、神事を行いました。

市内に住む高校生から６０歳までのハンドベル愛好
者で構成するグループ ベル・リジョイスによる演奏
会が市役所市民ホールで行われました。クリスマスイ
ブにふさわしい「ホワイトクリスマス」や「きよしこ
の夜」など、クリスマスの曲が演奏されました。市役
所を訪れた人々は、ホールいっぱいに響く透きとおっ
たハンドベルの音色に聴き入っていました。

吉河の農家高齢者創作館で「にしんのすし」の講
習会が行われ、２２人が参加しました。敦賀市生活
改善実行グループ連絡研究会会長の川久保

か わ く ぼ

明栄
あ き え

さん
が講師となり「お正月用には、にんじんを梅の花の
形に切って入れるといいですよ」などとアドバイス。
参加者の中には「いつももらってばかりなので、今
年は自分で作っておすそ分けしたい」と張り切って
いる人もいました。

愛発中の生徒がガイド役となって地域の史跡を回る
「愛発ツアー」が開催されました。年配者を中心に、市
内外から41人が参加し、疋壇城、舟川、小刀根トンネ
ル、気比神社などを見学しました。緊張しつつも一生
懸命解説する生徒たちに、参加者からは「いい企画だ」、
「歴史のあるふるさとをこれからも大事にしてほしい」
といった感想が述べられました。
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敦賀市は平成１８年３月の総合完成（一部今年４月から分譲開始予定）を目指し、
産業団地の整備を進めています。
今回、進出第１号企業に決定した会社は、横浜市に本社のある

株式会社 生駒化学工業で、昨年１２月２４日に内定書を交付しま
した。

生駒化学工業はプラスチック食品容器を製造する企業。敦賀
市への進出の理由として、関西と中京に近いこと、市と県等によ
る各種の企業優遇制度や電源地域であることによる電気料金の補
助制度の存在、さらには地元自治体の熱意などを挙げています。
今年４月に工場建設に着工予定で、平成１８年1月に操業を開

始する予定です。 生駒化学工業の代表者へ内定書の交付

平成１６年　７月　１日　企業立地意向調査アンケート送付
７月２０日　団地視察のため同社の生駒社長来敦
９月２４日　河瀬市長が生駒化学工業本社を訪問し、団地をセールス
１１月　９日　同社から産業団地譲受等申請書が提出される
１２月２４日　産業団地分譲等指定通知書を交付する

代表者氏名　　　代表取締役　生駒陸男
本社所在地　　　横浜市戸塚区平戸町５５９－６
業種　　　　　　プラスチック成形加工
主要生産品目　　多層高機能を有するプラスチック食品容器
設立　　　　　　有限登録　昭和３９年１１月　　株式登録　昭和４４年１１月
資本金　　　　　５,０００万円
年間売上高　　　１５年度９５億円




